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□×5 − 120 円                          ＝ 所持金

□×7 − 100 円×7＋60 円×1 ＝ 所持金

□×5 − 120 円 ＝ 所持金

□×7 − 640 円 ＝ 所持金

ペン 1 本の値段を□円として，問題文の条

件を次のような式に表すことができます。

この関係の式を整理すると，

で，上下の式の差に注目すると，

□＝（640 − 120）÷（7 − 5）
    ＝520÷2＝260 円になります。

分母の 7 と 14 と 9 と 4 の最小公倍数は

252 なので，生徒の人数を       とします。

ベン図に整理すると右のようになります。

どの町にも行ったことがない生徒は 999 以

下の 125 の倍数で，考えられるもののうち

最も多いものは 875 人です。
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       −        ＝     ＝6 km/時 なので，

     ＝27 km/時 で，20 分（      時間）ごとに

追い越すので間隔は 27×     ＝9 km です。

20 と 10 と 9 の最小公倍数は 180 なので，

バスの間隔を        とします。速さに関して，180

（      ＋     ）÷2＝          … バス

（       −       ）÷2＝        … 太郎

     −          ＝        … 太郎’ 
180

18

20

9バス −  太郎   ＝ ÷20
180 ÷10

180 ÷9
バス ＋ 太郎   ＝

バス ＋ 太郎’ ＝

18
4.5

4.5
6.5

6.5

13.5

13.520

9
18 9

9

2
1
3

1
3

2024
2420
4202

A B C D
2046
2640
4026
4620
6204
6402

A B C D
（
６
を
使
う
場
合
） 

4 桁の数 ABCD が 11 の倍数のとき，１つおきに飛ばした数

の合計どうしの差が 0 か 11 の倍数になります。この場合だ

と A＋C と B＋D の差が 0 か 11 の倍数になります。

　2024，2420，4202 の 3 通りです。

　①の 3 通りに 2046，2640，4026，4620，6204，6402 の

6 通りを加えて 9 通りになります。

①

②

上より EFGH が 9 の

倍数です。A〜H まで

の 8 個の数を足すと，

1〜8までの和の 36で，

9 の倍数 9 の倍数

＝1000×A＋100×B＋010×C＋0001×D
（A＞B＞C＞D）

＝ 999×（A−D）  ＋ 90×（B−C）

＝0001×A＋010×B＋100×C＋1000×D−
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EFGH はともに和が 18 です。ABCD は下

の 8 通りのいずれかで，ABCD が 8532 のと

−

8 5 3 2

6 1 7 4
2 3 5 8

（完成のひっ算）

きに成り立ちます。

36 は 9 の倍数なので，DCBA（ABCD）も 9
の倍数だとわかります。1〜8 の 4 つの数

の和で 9 や 27 は作れないので，ABCD と
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オフ 点灯しない点灯する計
ア
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イ

ウ

エ
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ウ

スイッチに上のように番号をふりました。

オンオフの数について，それぞれ表のよう

にまとめます。

ア）オンが 0 個，1 個だと点灯しない。

イ）オンが ①⑥ と ③⑦ の 2 通り。

ウ）オフが 0 個，1 個だと必ず点灯する。

エ）オフが ⑥⑦ の 1 通り

オ）オンのスイッチは

 　  ①⑥□ → 5 通り

 　  ③⑦□ → 5 通り

 　  ②④⑥ → 1 通り

 　  ②⑤⑦ → 1 通り

カ）オフのスイッチは

 　  ①②③ → 1 通り

 　  ⑥⑦□ → 5 通り

 　  ①④⑦ → 1 通り

 　  ③⑤⑥ → 1 通り

12 通り

点灯するオン・オフの仕方

は 69 通りです。

8 通り
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3 つの辺の長さが等しいので，三角形ABC と三角形

DEF は合同です。また，三角形AEG と三角形BDG，

三角形AFH と三角形CDH は相似な関係です。

比をそろえると右図のようになり，EG：GD＝2：1，
FH：HD＝2：3，三角形AED と三角形ADF の面積が

等しいので，面積比は図の通りです。四角形AGDH は

　 ，三角形AHF は    なので，答えは     ＝     倍です。14 6 7
3

14
6
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＋

図 1PQ が通過する部分

＋

P
P
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Q
Q

PQ が通過する部分は図の

ようになり，これと図 1
を合わせます。2 つの図形

を右のように移動させる

と，3 つの 90 度のおうぎ

形（半径が対角線 AC）か

ら，2 つの 90 度のおうぎ

形（半径が 8 cm）を取り除

いた図形になります。

AC×AC＝8×8×2 なので，面積の和は 128×3.14×    ×3 − 8×8×3.14×    ×2
＝（96 − 32）×3.14＝64×3.14＝200.96 cm2 です。
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AC，FH を結びます。三角形ACD と三角

形HFD は合同です（90 度回転すると重な

る）。三角形HIF は HI＝HF の二等辺三角

形なので，（180 − 54）÷2＝63 度 … 角 HIF
90 − 63＝27 度 … 角 FIA
90 − 36＝54 度 … 角 EAI
角    は 180 − （27＋54）＝99 度になります。ア
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2 つの立方体（1 辺が 1 cm）を積み重ねた図形として考

えてみます。上部は半分に切っているので，      cm3 と

     cm3 に分かれ，下部は三角すい     ×1×    ×1×    

＝      cm3 と 1 −      ＝     cm3 に分かれます。

点 C を含む方の体積が     ＋      ＝      cm3，他方の立体

の体積が     ＋     ＝      cm3 です。点 C を含む方は他方

の     ÷     ＝     倍になります。
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この展開図を組み立てたときの立体は，一辺が

3 cm の立方体を正六角形の切り口で切断した立

体になります。これは立方体の半分なので，体

積は 3×3×3×     ＝13.5 cm3 になります。1
2


